
実地演習 演習の前提となる実行計画（農場との比較 例）

【農場での発生（CSF,ASF,HPAIなど） 例】
〇異状通報⇒家保立入・準備開始（国報告）
農場ごとに作成されている防疫措置計画に基づき
動員人数、必要資材数、埋却地、集合場所、消毒ポイ
ント、制限区域（農場ASFの場合、移動制限半径3km、
搬出制限半径10km）等確認、機材等仮手配、告示等
準備
家畜所有者への説明、移動自粛要請

⇓
〇県検査陽性・疑い事例（動衛研検体送付）
疫学調査・家畜等評価準備、動員者調整、資機材搬入、
農場・仮設テント・集合場所準備開始、告示公表等調
整

⇓
〇疑似患畜決定
国対策本部、県本部員会議開催
移動制限等告示、殺処分・消毒開始、埋却開始

⇓
〇殺処分・埋却完了、防疫措置完了
清浄性確認検査等⇒搬出制限解除⇒移動制限解除

【野生いのししでのASF発生 例】
〇野生いのししASFサーベイランス調査ASF陽性・疑い
事例（国報告・動衛研検体送付）

⇓
積極的死体捜索範囲（半径3km）、移動制限区域（半径
10km）確認、区域内農場等確認・移動自粛等要請、消
毒ポイント設置調整、告示等準備、防疫対策拠点準備
いのしし死体焼却等について関係市町村と調整
発見地点市町村及び県農林事務所農・林担当者、県家
畜防疫対策課担当者、地元関係者とで「実行計画」を
作成
・防疫地図、スケジュール、捜索等人員編成、資機材、
捜索範囲等

⇓
〇ASF陽性決定
国対策本部、県本部員会議開催
移動制限等告示、積極的死体捜索・処理等開始

⇓
〇捜索死体捜索実施期間
ASF陽性判定連絡後少なくとも２２日間



実地演習 実行計画（農場等位置・消毒ポイント配置）



実地演習 実行計画（捜索範囲・柵設置箇所）

柵L=約2㎞

捜索
約6.7km2



実地演習 実行計画（捜索ルート）



【対策本部】県庁

本部員会議（知事、副知事、各部局長）

本部対策チーム（農政部長、次長）

【発生地域 対策支部】
県総合庁舎又は市町村施設に設置

支部対策チーム
（チーム長：発生農林事務所長）

発生農場チーム
（チーム長：発生家保所長）

総務班
〇テント

テント運営、資材G

〇農場

殺処分・消毒班

運搬・埋却班

総務班
人事G、
健康管理G、
輸送G

(テント運営)(資材G)

集合場所運営G

防疫班
消毒ポイント運営G

国（農林水産省等）

隣接県

県内市町村

発生市町村対策本部

協定団体等

【発生地域外
対策支部】

防疫班
消毒ポイント運営G

＊消毒ポイント設置の場合

連
携
支
援

情報連絡班

参考【体制 農場防疫措置の場合】



【対策本部】県庁

本部員会議（知事、副知事、各部局長）

本部対策チーム（農政部長、次長）

【発生地域 対策支部】
防疫対策拠点を県総合庁舎又は市町村施設に設置

支部対策チーム
（チーム長：発生農林事務所長）

現地チーム
（チーム長：

野生いのしし対策室長）

処理班
捜索班
柵設置班
検体輸送班
現地支援班

＊家畜保健衛生所：チーム員への
防疫技術指導及び近隣農場防疫指
導確認

総務班
防疫対策拠点（集合場所運営G）

現地支援（テント運営G）

防疫班
消毒ポイント運営G

国（農林水産省等）

隣接県

県内市町村

発生市町村対策本部

協定団体等

【発生地域外
対策支部】

防疫班
消毒ポイント運営G

＊消毒ポイント設置の場合

連
携
支
援

【体制 野生いのししASF防疫】





情報取りまとめ、報告

「その場処理」と
「搬出」の２パターン
を実演

積載

発見→報告→
一時的防疫措置

柵設置班
・設置実演

捜索

ソリ搬出 消毒ポイント
・車両消毒
・書類チェック

処分場
荷下ろし

①捜索班

②処理班

③運搬班

④現地支援班

入山口歩行者消毒ポイント

靴裏、全身消毒

演習想定上の山林範囲

実働演習
配置・順路図



実地演習（午後：実働演習スケジュール）
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